























































































































１子 1402g，第２子 1700g，第３子 1714g）．
２．搾乳量
　１日搾乳量は産後３日で少量，５日で 10.8ml，
７日で 115.4ml，14 日で 416ml，21 日で 270ml，
産後１ヶ月で 140ml，産後４カ月では約 560ml で




５日で 1.4ml，７日で 14.4ml，14 日で 52ml，21


































































































乳量は 115.4ml で 500ml を越えず，産後１ヶ月で
も１日搾乳量は 140ml で 500ml 以上の母乳分泌
量を得られなかった．しかし，１回搾乳量は産





乳量は 115ml で渡辺の平均値 347ml より少ない．
しかし，産後 14 日では１日搾乳量 416ml で平均
406ml とほぼ同程度の搾乳量が得られている．こ
のことから，Ａ氏は１日搾乳量の増加は渡辺の研
究結果よりも遅かったが，５回以上の搾乳を継続
することで約 300～400ml の搾乳量を得られるこ
とが明らかとなった．
　藤本の研究と比較してみると，電動搾乳器（シ
ンフォニー®）若しくは用手搾乳で１日あたり３
～７回搾乳し，母親退院後１週間（産後 12～15
日）で１日搾乳量平均 350～461ml 搾乳できてい
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だと考える．また，産後早期より搾乳を看護師が
実施し，Ａ氏をフォローしていくことが患者教育
となり，母乳育児を長期的に継続する動機付けと
なったと考える．
Ⅳ．研究の限界と今後の課題
　本研究は１件の症例であり，この結果によりガ
イドラインに示された結果通りにはならなかっ
た．また母乳希望の対象を取り入れたことによ
り，一般化にもバイアスが生じる可能性がある．
産後早期から１日８回の搾乳を実施することで対
象を増やすことにより再度評価する必要がある．
現在当病棟ではシンフォニー® を所有していない
ため，産後早期からの搾乳の実施や NICU 内で
の搾乳の実施に限界がある．今後は，関連病棟と
調整して，効果的な搾乳支援に取り組んでいきた
い．今回搾乳に視点をおいて研究を進めたが，ガ
イドラインでは母親の精神的・社会的支援につい
ても提示されており，現状の評価を行い，より良
い支援が提供できるように改善していきたい．
Ⅴ．結　　論
１．産後６時間以内から１日８回以上，３時間毎
に搾乳を実施しても，１週間で１日 500ml 以
上の母乳分泌量が維持できない場合がある．
２．産後６時間以内から１日８回以上継続して行
うことは，母乳育児を長期的視点でみると母乳
分泌量維持に影響している．
３．母親が搾乳を継続して実施していくために
は，早期からの搾乳の実施や母親に有益な情報
を提供し，母親の意思を尊重できるように支援
していくことが重要である．
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